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横浜市・中区は
外国人人口16.155人、区全人口の10.8％ （H29.7)

中区 区民の10.8 ％が外国人。
（中国人が約56.6％）



横浜市中区の直近１年間の人口動態

平成２８年７月→平成２９年７月

H28年７月 H29年７月 増減

全人口 148.739 → 148.958 +219

外国人 15.633 → 16.155 +522

外国人
比率

10.5％ → 10.8％



横浜市の公立学校に在籍している外国人児童生徒数の推移
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主 催：なか国際交流ラウンジ
開催日時：毎週木曜日、金曜日（放課後の時間帯）

※ 長期休暇（春、夏、秋）を除く 但し夏期補講あり

活動場所：なか国際交流ラウンジ
生 徒：46名（学校推薦）（中国45名、タイ１名）
サポーター：39名
学習科目：初期日本語、国語、数学、英語他
サポート体制：原則1対１のマンツーマン指導

H29年度

「中区・外国人中学生学習支援教室」



在籍している子どもたちの来日時期
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（２年以内が過半数）



子どもたちの課題

① 学校生活

日本語が分からない

教科の勉強が分からない

学校で孤立してしまう(特に散在校）
部活動に戸惑う

→ 自分の意志で日本に来ている
わけではない（親の都合）

② 家庭環境、経済

保護者は日本語がほとんどできない

夜間、休日はほとんど家にいないことが多い

③ 進路、将来

日本の学校のシステムを理解しない

高校受験のシステムが複雑、必要な情報が

得られない。

将来のモデル像がみえない



「気づきにくい」子どもたちの課題

自分の考えに自信がない
ため、発話したがらない

考えを表現できない
（日本語）

正確な日本語で表現する
自信がないため、

文字を薄く、雑に書く癖

すべてのことに
自信がない



●国語教科書の中国語翻訳の意義
中学生の年齢、心理発達段階に合った文章を日本語と中国語で読む

情操教育 心が豊かに

日本社会での疑似体験ができる

自分の考えを判断する尺度ができる

学級の勉強と同じ内容だと興味を示す

主人公の心境を読み取る、感想を伝え合う

（日本語での発話が増える）

母国語と比較しながら学習できる

母国語（アイデンティティ）に対する再確認



なか国際交流ラウンジの学習支援教室の特徴

〇区内の中学校との緊密な連携

学校の役割

→生徒を推薦

→学校・ラウンジ間で生徒の学習状況を共有

→サポーター研修会への協力

〇外国人コーディネーターの配置

外国人コーディネーター役割

→ 外国人生徒との意思疎通

→ サポーターへの助言（学習面）

→ 生徒の状況をサポーターと共有



外国人コーディネーターの存在意義

・母語で話しができる、自分たちの文化的背景を理解してくれる

→生徒たちが安心して心を許せる。

→生徒のホンネが聞きだせる



母語の読み物と教科書



中国語で直接指導



お別れ会の様子



夢を実現するためのチカラ

自主学習でき

る日本語力
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